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今
年
も
早
や
半
年
が
過
ぎ
た
。

　
「
ま
だ
、第
一
四
半
期
が
終
わ
っ
た
だ
け

と
言
う
向
き
も
あ
る
が
、後
で
慌
て
る
ぞ
」

私
の
い
つ
も
の
口
癖
で
あ
る
。

　

ま
さ
に
季
節
は
移
ろ
い
、田
園
は
緑
の

じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
い
た
よ
う
だ
。先
日
、東

日
本
大
震
災
・
津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
沿
岸
地
域
を
回
っ
て
き
た
。

　

よ
う
や
く
復
旧
整
備
が
完
了
し
、今
年
、

三
年
ぶ
り
に
田
植
え
を
し
た
水
田
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、感
無
量

で
あ
っ
た
。

　

農
業
者
の
苦
労
が
報
わ

れ
る
稔
り
の
秋
を
迎
え
た

い
も
の
で
あ
る
。

◆　

農
業
会
議
が
昭
和
29

年
８
月
に
設
立
さ
れ
て
以

来
、60
年
の
星
霜
を
数
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
日
の
礎
を
築
い
て
こ

ら
れ
た
歴
代
の
役
職
員
の

ご
尽
力
に
、衷
心
よ
り
敬

意
を
表
し
、ま
た
、ご
指

導
・
ご
支
援
を
頂
い
た
県

を
は
じ
め
関
係
機
関
・
団

体
に
対
し
、深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
。

　

こ
の
間
、当
会
議
は
、そ

の
時
々
の
農
業
情
勢
を
踏

ま
え
、農
業
委
員
会
と
と

も
に
、常
に
農
業
者
と
地

域
の
視
点
か
ら
、鋭
意
、業
務
に
当
っ
て
き

た
が
、農
業
者
は
米
の
生
産
調
整
（
減
反
）

や
、頻
発
す
る
冷
災
害
、農
畜
産
物
の
輸
入

自
由
化
・
価
格
の
低
迷
、家
畜
疾
病
の
発

生
な
ど
、幾
多
の
困
難
な
状
況
に
置
か
れ

た
。

　

そ
し
て
今
日
、国
の
農
政
改
革
が
本
格

的
に
ス
タ
ー
ト
し
、農
業
者
は
新
た
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、先
日
24
日
、閣
議
決
定
さ

れ
た
政
府
の
新
成
長
戦
略
や
農
林
水
産

業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
の
改
訂
に

お
い
て
、農
業
委
員
会
制
度
・
組
織
の
改

革
が
打
ち
出
さ
れ
、今
後
、来
年
の
通
常
国

会
に
向
け
て
法
改
正
な
ど
の
細
部
の
詰
め

が
行
わ
れ
る
が
、我
々
の
業
務
と
役
割
の

重
要
性
は
い
さ
さ
か
も
変
わ
る
も
の
で
は

な
い
。

　

先
般
、日
本
創
成
会
議
（
座
長
・
増
田

前
岩
手
県
知
事
）が
２
０
４
０
年
時
点
の

消
滅
（
可
能
性
の
高
い
）市
町
村
を
公
表

し
た
。本
県
で
は
27
市
町
村
に
及
ぶ

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
も
の
で
あ
っ
た
。農
地

を
守
る
こ
と
は
、農
業
ひ
い
て
は
地
域
・

市
町
村
を
守
る
こ
と
で
も
あ
る
。60
周
年

を
機
に
、決
意
を
新
た
に
力
強
い
一
歩
を

踏
み
出
し
た
い
。

◆　

農
政
改
革
関
連
４
法
の
う
ち
、残
る

農
業
の
担
い
手
に
対
す
る
経
営
安
定
交
付

金
交
付
法
改
正
案
と
、農
業
の
有
す
る
多

面
的
機
能
の
発
揮
の
促
進
法
案
が
先
月

13
日
参
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立
し
た
。

　

こ
れ
で
新
政
策
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な

る
法
律
が
出
揃
っ
た
の
で
、今
後
の
我
が

国
の
農
政
は
、こ
の
路
線
で
展
開
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。

　

本
県
農
業
の
再
構
築
を
図
る
た
め
、こ

れ
ま
で
に
も
増
し
て
農
業
者
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
・
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
参
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

岩
手
県
農
業
会
議
会
長　

佐
々
木  

正
勝

三年ぶりに田植えをした陸前高田市小友の水田を視察する
佐々木会長と石川陸前高田市農業委員会会長

農
業
会
議
設
立
60
周
年　

決
意
を
新
た
に
力
強
い
一
歩
を
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今
年
度
か
ら
新
し
い
農
政
改
革
が

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
農
業
委
員
会
系
統
組
織

は
農
地
と
担
い
手
対
策
が
主
要
業
務

で
あ
る
の
で
、
農
業
会
議
と
し
て
も
、

県
内
各
地
で
諸
制
度
の
内
容
や
有
効

活
用
に
つ
い
て
研
修
会
を
開
催
す
る

な
ど
に
よ
り
周
知
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
最
近
ま
で
５
０
回
に
も
及
ん
で

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
農
地
の
利
用
調
整
な
ど

中
間
管
理
事
業
の
実
効
性
を
確
保
す

る
た
め
、
従
前
に
も
増
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
特
に
農
業
委
員
会
業

務
と
し
て
○
遊
休
農
地
対
策
の
強

化
、
○
農
地
台
帳
の
整
備
と
公
表
、

○
農
用
地
利
用
配
分
計
画
案
へ
の
意

見
具
申
、
の
大
き
く
３
点
の
外
、
関

連
事
項
に
つ
い
て
万
全
を
期
し
て
い

た
だ
く
観
点
か
ら
、
主
な
ポ
イ
ン
ト

を
述
べ
て
み
ま
す
。

◆
簡
素
化
さ
れ
た
遊
休
農
地
に
対
す

る
措
置
の
徹
底
と
中
間
管
理
機
構
へ

の
貸
付
誘
導

　

遊
休
農
地
に
対
す
る
農
業
委
員
会

の
措
置
は
、
改
正
前
の
６
ス
テ
ッ
プ

か
ら
３
ス
テ
ッ
プ
と
簡
素
化
さ
れ
ま

し
た
。

　

先
ず
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
確
認

さ
れ
た
遊
休
農
地
の
所
有
者
や
相
続

等
に
伴
う
不
在
地
主
に
対
し
、
速
や

か
に
利
用
意
向
調
査
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

そ
の
際
、
機
構
へ
の
貸
付
も
誘
導

す
る
と
と
も
に
、
事
業
の
仕
組
み
や

支
援
措
置
（
機
構
集
積
協
力
金
等
）

を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

遊
休
農
地
の
所
有
者
が
不
明
の
場

合
や
、
機
構
と
の
協
議
を
勧
告
さ
れ

た
の
に
対
応
し
な
い
場
合
は
、
知
事

の
公
告
に
よ
り
機
構
が
中
間
管
理
権

を
取
得
し
ま
す
。

◆
法
定
化
さ
れ
た
農
地
台
帳
・
地
図

の
一
体
的
な
整
備
と
適
正
な
情
報
開

示
　

台
帳
等
は
住
民
基
本
台
帳
や
固
定

資
産
税
課
台
帳
と
定
期
的
に
照
合
す

る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
の

遊
休
農
地
の
状
況
、
農
地
法
等
に
よ

る
許
認
可
・
届
け
出
の
結
果
や
農
家

へ
の
筆
別
表
配
布
（
選
挙
人
名
簿
の

確
認
時
等
）
に
よ
る
確
認
結
果
等
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
台
帳
情
報
の
開
示
も
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
ネ
ッ
ト
に
よ
る
も
の
、
要
請

に
応
じ
て
事
務
所
で
閲
覧
さ
せ
る
も

の
、
閲
覧
不
可
の
三
区
分
が
定
め
ら

れ
、そ
れ
ご
と
へ
の
適
正
な
対
応
（
市

町
村
の
個
人
情
報
保
護
条
例
に
も
留

意
）
が
必
要
で
す
。

な
お
、
台
帳
情
報
の
地
図
へ
の
連
動

ソ
フ
ト
は
、
全
国
会
議
所
が
開
発
中

で
来
年
４
月
か
ら
利
用
さ
れ
ま
す
。

◆
農
用
地
利
用
配
分
計
画
へ
の
意
見

具
申

　

農
地
の
受
け
手
を
決
定
す
る
配
分

計
画
の
案
は
市
町
村
が
作
成
し
機
構

が
決
定
す
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
案

に
対
し
て
農
業
委
員
会
へ
意
見
を
求

め
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
運
用
さ
れ

ま
す
。

　

従
っ
て
農
地
制
度
の
プ
ロ
と
し
て

的
確
な
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

意
見
は
、
地
域
と
の
調
和
要
件
、

全
部
効
率
利
用
耕
作
要
件
、
常
時
従

事
要
件
を
基
本
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
約
・

集
積
に
当
た
っ
て
は
、
分
散
錯
圃
解

消
や
面
的
集
積
に
も
配
意
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
外
、
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い

る
農
地
の
地
番
・
地
積
、
所
有
者
の

氏
名
、
賃
貸
の
有
無
等
を
確
認
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
す
べ
て
に
問
題
が
な
け
れ

ば
「
意
見
な
し
」
と
し
ま
す
。

以
上
の
外
、
何
点
か
触
れ
ま
す
。

◆
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
機

構
の
中
間
管
理
権
の
取
得

　

農
地
の
出
し
手
か
ら
機
構
に
貸
し

付
け
る
場
合
は
、
従
来
の
制
度
で
あ

る
経
営
基
盤
強
化
法
に
よ
る
利
用
集

積
計
画
の
決
定
（
農
業
委
員
会
）
や

農
地
法
三
条
の
届
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
機
構
集
積
協
力
金
の
交
付

を
受
け
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
権
利

設
定
を
合
意
解
約
す
る
ケ
ー
ス
が
出

て
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
は
、
当
事
者
に
よ
る
農

業
委
員
会
へ
の
通
知
が
必
要
に
な
る

の
で
、
改
め
て
そ
の
周
知
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
機
構
へ
貸
し
付
け
た
農
地
を
返
さ

れ
た
場
合

　

機
構
へ
貸
し
付
け
た
農
地
に
借
り

手
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合（
二
年
間
）、

所
有
者
に
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
（
こ
の
場
合
、
農
地
法
一
八
条
の

解
約
制
限
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
）
の

で
、
両
者
の
間
に
立
っ
て
相
談
に
応

ず
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
方
策
に

つ
い
て
検
討
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

（
た
と
え
ば
体
験
・
市
民
農
園
や
地
域

で
の
景
観
形
成
作
物
づ
く
り
な
ど
）

　

そ
れ
で
も
活
用
方
策
が
見
つ
か
ら

な
い
場
合
、
そ
の
農
地
の
現
状
や
本

人
の
申
請
に
よ
り
非
農
地
通
知
を
出

す
こ
と
も
出
来
ま
す
。

◆
地
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
見
直
し
へ

の
対
応

　

五
年
後
一
〇
年
後
の
地
域
農
業
の

あ
り
方
を
描
く
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
す

べ
て
の
農
業
施
策
の
基
本
と
な
る
も

の
で
す
。

　

今
回
の
中
間
管
理
事
業
の
ス
タ
ー

ト
に
対
応
し
そ
の
見
直
し
が
進
め
ら

れ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
は
こ
れ
ま
で
の
プ
ラ

ン
作
成
時
の
支
援
と
同
様
、
地
域
で

の
話
し
合
い
や
合
意
形
成
に
積
極
的

に
参
画
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

◆
最
後
に

　

こ
の
中
間
管
理
事
業
は
新
し
い
仕

組
み
が
満
載
で
す
。

　

こ
の
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
地
域

の
農
地
が
効
率
的
に
利
用
さ
れ
、
生

産
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
関

係
機
関
と
も
密
接
に
連
携
し
て
農
業

委
員
会
の
本
来
の
役
割
を
果
た
し
て

く
だ
さ
い
。

（
文
責
・
河
村
）
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が
ら
研
修
を
行
う
業
務
を
始
め
ま
し

た
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
は
「
岩
手
県
農
業

再
生
協
議
会
」
の
一
員
と
し
て
関
係
機

関
・
団
体
と
役
割
分
担
を
行
い
な
が
ら
、

担
い
手
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

５　

結
び
に

　

農
業
会
議
が
創
立
60
周
年
を
迎
え
る

こ
の
節
目
の
年
に
、
奇
し
く
も
農
業
委

員
会
制
度
は
大
き
な
転
換
点
に
差
し
掛

か
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
当
会
議

は
、
農
地
と
担
い
手
に
関
す
る
業
務
を

通
じ
て
本
県
農
業
の
発
展
に
貢
献
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。
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3

　

岩
手
県
農
業
会
議
は
昭
和
29
年
８
月

に
創
立
以
来
、
今
年
で
60
周
年
と
い
う

記
念
す
べ
き
節
目
の
時
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
間
、
農
地
法
に
基
づ
く
意
見
具

申
な
ど
の
法
令
業
務
を
始
め
、
農
地
の

確
保
と
有
効
利
用
の
推
進
、
認
定
農
業

者
・
農
業
法
人
・
新
規
就
農
者
等
の
担

い
手
育
成
、
農
業
委
員
会
業
務
へ
の
支

援
・
協
力
、
農
政
に
関
す
る
要
請
活
動

等
を
通
じ
て
本
県
の
農
業
施
策
推
進
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
参
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

当
会
議
に
お
い
て
は
、
創
立
50
周
年

に
あ
た
る
平
成
16
年
に
記
念
誌
を
作
成

し
、
そ
れ
ま
で
の
歩
み
を
纏
め
て
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
後
の
10
年
の
主
な
動

き
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

　

１　

農
政
対
策

　

平
成
17
年
に
国
の
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
そ
れ
に
基

づ
き
平
成
19
年
度
か
ら
品
目
横
断
的
経

営
所
得
安
定
対
策
な
ど
農
政
改
革
三
対

策
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
23
年
度

か
ら
は
、
民
主
党
政
権
下
で
農
業
者
戸

別
所
得
補
償
制
度
が
本
格
実
施
さ
れ
ま

し
た
が
、
自
民
党
の
政
権
復
帰
後
の
平

成
25
年
度
に
は
経
営
所
得
安
定
対
策
に

名
称
変
更
さ
れ
、
さ
ら
に
、
平
成
26
年

度
か
ら
は
一
部
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
等
を
見
ま
す
と
、
平
成

20
年
の
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
、
平
成

21
年
の
台
風
18
号
、
そ
し
て
、
平
成
23

年
に
は
、
沿
岸
部
を
中
心
に
想
像
を
絶

す
る
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東

日
本
大
震
災
な
ど
、
幾
多
の
天
災
等
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
民
主
党
へ
の
政
権
交
代
後
の
平

成
22
年
、
菅
首
相
の
所
信
表
明
演
説
に

お
い
て
突
然
打
ち
出
さ
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
へ
の
参
加
検
討
は
、
平
成
24
年
の
自

民
党
の
政
権
復
帰
後
も
継
承
さ
れ
、
25

年
の
安
倍
総
理
に
よ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の

参
加
表
明
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
数
々
の
農
政
課
題
に
対
し
、

農
業
施
策
確
立
へ
の
提
案
、
災
害
等
の

対
策
の
要
請
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
け
る

重
要
品
目
の
関
税
撤
廃
除
外
な
ど
に
つ

い
て
、
県
・
県
議
会
、
本
県
選
出
国
会

議
員
等
へ
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

２　

農
地
対
策

　

平
成
21
年
に
農
地
法
が
抜
本
改
正
さ

れ
、
制
度
の
基
本
が
農
地
の
所
有
か
ら

利
用
に
再
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
本
格
的
な
運
用
の
実
質
ス
タ
ー

ト
と
な
る
平
成
22
年
度
に
は
、
当
会
議

に
、
農
地
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置
、
農

地
相
談
員
を
配
置
し
て
対
応
に
万
全
を

期
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
に
義
務
づ
け
ら

れ
た
農
地
の
利
用
状
況
調
査
に
つ
い

て
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
と
一
体
の
も
の

と
し
て
全
農
業
委
員
会
で
の
実
施
を
徹

底
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
は
全
市
町
村
、
集

落
で
「
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
作
成
す
る
こ
と
と
な
り
、
集
落
座
談

会
へ
の
農
業
委
員
会
の
参
画
な
ど
、
自

ら
の
役
割
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
支
援
し

ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
に
は
、
農
地
法
の
制
定

日
で
あ
る
７
月
15
日
を
、
全
国
で
初
め

60
周
年
を
迎
え
る

岩
手
県
農
業
会
議

て
「
農
地
の
日
」
と
し
て
設
定
し
、
各

農
業
委
員
会
が
趣
向
を
凝
ら
し
、
系
統

組
織
の
取
り
組
み
意
欲
の
結
集
の
機
会

と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
末
に
は
政
府
の
「
農
林
水

産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
の

実
現
に
向
け
て
農
地
中
間
管
理
機
構
関

連
２
法
が
制
定
さ
れ
、
農
地
中
間
管
理

事
業
の
農
用
地
利
用
配
分
計
画
案
へ
の

意
見
具
申
、
遊
休
農
地
対
策
の
強
化
、

農
地
台
帳
及
び
地
図
の
整
備
・
公
表
な

ど
に
つ
い
て
農
業
委
員
会
に
周
知
を

図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

３　

農
業
委
員
会
活
動
強
化
対
策

　

平
成
16
年
に
農
業
委
員
活
動
の
重
点

化
と
効
率
化
を
図
る
た
め
の
改
正
農
業

委
員
会
法
が
成
立
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
農
業
委
員
会
系
統
組
織
と
し
て
、

自
ら
の
改
革
を
進
め
る
た
め
の
「
い
わ

て
の
農
地
と
担
い
手
を
守
り
活
か
す
運

動
」
を
開
始
し
、
本
県
独
自
の
活
動
記

録
カ
ー
ド
も
整
備
し
な
が
ら
活
動
の
充

実
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
平
成
17
年
度
に
は
、
行
財
政
改

革
が
進
め
ら
れ
る
中
、
市
町
村
合
併
が

進
み
県
内
の
58
市
町
村
が
35
市
町
村
に

減
少
し
、
現
在
で
は
33
農
業
委
員
会
事

務
局
の
下
で
業
務
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

４　

担
い
手
対
策

　

平
成
17
年
度
か
ら
、
担
い
手
を
育
成

す
る
「
岩
手
県
担
い
手
育
成
総
合
支
援

協
議
会
」
の
事
務
局
を
担
う
こ
と
に
な

り
、
認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
組
織
の

育
成
、
農
業
経
営
の
法
人
化
等
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
は
国
の
「
農
の
雇

用
」
事
業
を
活
用
し
て
、
農
業
法
人
等

が
、
就
農
を
希
望
す
る
者
を
雇
用
し
な

７月15日は「農地の日」です。
●　農地は、みどり、みのり、みらいを

育みます。
●　農業委員会は、この大切な農地を

守る役割を果たしています。
7月15日は、岩手県農業会議と市町村農業委員会が

設定した「農地の日」です。
「農地の大切さ」をみんなで考えてみませんか。
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本
事
業
の
対
象
は
、
久
慈
市
の
南
側
と

野
田
村
の
北
側
に
跨
っ
た
、
農
用
地
面
積

80
・
１
ha
の
区
域
で
あ
り
、
未
整
形
、
未

整
備
の
農
地
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
農
道
は
狭
隘
な
未
舗
装
道
路
で
あ

り
、
安
全
な
農
作
業
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
ほ
か
、
用
水
路
も
老
朽
化
し
排
水
不

良
の
問
題
を
抱
え
る
な
ど
、
担
い
手
の
育

成
及
び
農
地
の
面
的
集
積
の
妨
げ
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
解
消
に
向
け
、
農
業
者
の
ほ
場
整

備
へ
の
機
運
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
営

農
組
合
を
中
心
と
し
て
集
落
営
農
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す

こ
と
と
し
ま
し
た
。
現
況
の
水
田
を
50
ａ

区
画
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
農
業
生
産

法
人
の
育
成
を
図
り
農
地
の
流
動
化
を
促

進
す
る
た
め
、
農
用
地
災
害
復
旧
関
連
区

画
整
理
事
業
と
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事

業
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
21
年

10
月
に
は
宇
部
川
地
区
農
業
基
盤
整
備
事

業
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、
私
も
副
会
長

兼
事
務
局
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
協
議
会
は
、
平
成
25
年
３

月
に
宇
部
川
地
区
営
農
組
合
に
名
称
を
変

更
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
同
じ
月
に
私
は
換
地
委
員
長
に

就
任
し
、
平
成
26
年
２
月
に
換
地
計
画
原

案
を
作
成
、
同
３
月
に
は
そ
れ
を
公
開
し
、

地
権
者
か
ら
同
意
を
い
た
だ
く
よ
う
努
力

し
て
お
り
ま
す
。

　

総
論
に
賛
成
の
土
地
所
有
者
の
方
々

も
、
各
論
に
な
る
と
国
道
45
号
線
や
市
道

に
接
す
る
こ
と
へ
の
要
望
が
多
く
、
計
画

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
換
地
委
員
長

と
し
て
も
大
変
で
す
が
、
６
月
20
日
現
在
、

２
７
０
人
の
地
権
者
に
対
し
２
６
７
人
か

ら
同
意
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
、
こ
の
基
盤
整
備
事
業
を
担
当
し

て
感
じ
た
こ
と
は
、
地
権
者
の
中
で
郷
里

に
住
ん
で
い
な
い
人
の
農
地
は
、
ほ
と
ん

ど
が
耕
作
放
棄
の
状
態
で
、
農
業
に
無
関

心
な
た
め
事
業
同
意
、
換
地
同
意
に
非
常

に
困
難
を
極
め
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
農
政
改
革
に
伴
う
農
地
法
の

改
正
に
よ
り
、遊
休
農
地
等
の
所
有
者
ま

た
は
そ
の
所
在
が
分
か
ら
な
い
場
合
の
公

告
制
度
が
改
善
さ
れ
た
の
は
一
歩
前
進
で

す
が
、前
述
の
状
況
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、更
に
不
在
地
主
に
つ
い
て
、本
年
５
月

に
改
正
さ
れ
た
復
興
特
区
法
に
よ
る「
用

地
取
得
の
特
例
」の
よ
う
な
制
度
が
創
設

さ
れ
、優
良
農
地
の
確
保
が
図
ら
れ
る
必

要
性
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

久慈市農業委員会
会　長

宇部　繁

宇
部
川
地
区
農
業
基
盤
整
備
事
業
に

携
わ
っ
て
み
て
感
じ
る
こ
と

　

住
田
町
農
業
委
員
会
（
会
長 

吉
田
信

一
）
が
、第
６
回
耕
作
放
棄
地
発
生
防
止
・

解
消
活
動
表
彰
事
業
に
お
い
て
全
国
農

業
会
議
所
会
長
賞
を
受
賞
し
た
の
で
、

そ
の
主
な
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
住
田
町
農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
に
伴
い
、
景
観
の
悪
化
や

水
稲
、
野
菜
等
へ
の
鳥
獣
害
が
問
題
に

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
地
の

荒
廃
に
何
と
か
歯
止
め
を
か
け
た
い
と

の
思
い
で
、
平
成
18
年
か
ら
農
業
委
員

が
自
ら
実
践
・
行
動
す
る
「
遊
休
農
地

の
解
消
支
援
活
動
」
へ
の
取
組
み
を
始

め
ま
し
た
。

◆
町
内
２
箇
所
の
耕
作
放
棄
地
に
ひ
ま

わ
り
や
そ
ば
、
大
豆
な
ど
の
展
示
圃
場

を
設
置
し
、
農
業
委
員
が
農
機
具
な
ど

を
持
ち
寄
り
、
耕
起
か
ら
収
穫
ま
で
の

作
業
を
行
い
、
国
道
沿
い
に
植
え
ら
れ

た
ひ
ま
わ
り
の
花
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や

お
盆
の
帰
省
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
秋
に
収
穫
さ
れ
た
そ
ば
の

実
は
製
粉
後
、
町
の
産
業
祭
り
等
の
イ

ベ
ン
ト
や
老
人
ホ
ー
ム
等
で
の
手
打
ち

そ
ば
の
実
演
に
活
用
し
ま
し
た
。
振
る

舞
わ
れ
た
そ
ば
は
大
変
好
評
で
、
毎
年

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
平
成
19
年
か
ら
は
農
業
委
員
会
が
そ

ば
の
種
子
を
地
域
住
民
に
無
償
で
提
供

し
、
地
域
で
は
共
同
で
栽
培
し
た
そ
ば

を
地
区
行
事
に
活
用
す
る
な
ど
の
取
組

み
も
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

◆
平
成
20
年
か
ら
は
耕
作
放
棄
地
を
利

用
し
て
、
保
育
園
児
と
一
緒
に
サ
ツ
マ

イ
モ
の
定
植
か
ら
収
穫
ま
で
を
行
う
取

り
組
み
を
始
め
て
お
り
、
小
学
生
に
対

し
て
は
、
学
校
と
連
携
し
て
大
豆
の
栽

培
か
ら
豆
腐
づ
く
り
ま
で
の
指
導
を
行

う
な
ど
、
地
産
地
消
と
食
農
教
育
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

◆
平
成
21
年
か
ら
取
り
組
み
始
め
た
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
は
、
翌
年
に
地
元
の

養
豚
農
場
か
ら
提
供
さ
れ
た
豚
ぷ
ん
堆

肥
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
糖
度
が
平
均

以
上
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
収
穫
す
る
こ

と
が
で
き
、
地
域
で
高
い
評
価
を
得
ま

し
た
。
ま
た
、
シ
カ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
、

ク
マ
か
ら
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
平
成

23
年
に
電
気
牧
柵
の
設
置
に
取
り
組
み
、

こ
れ
に
よ
っ
て
被
害
が
防
止
で
き
、
十

分
な
収
量
が
見
込
め
る
こ
と
が
わ
か
り
、

町
内
で
電
気
牧
柵
の
本
格
的
な
設
置
が

進
ん
で
い
ま
す
。

◆
平
成
24
年
か
ら
は
、
遊
休
農
地
を
活

用
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対

す
る
支
援
と
し
て
、
遊
休
水
田
に
ひ
と

め
ぼ
れ
を
作
付
け
し
、
収
穫
し
た
米
は

町
内
の
仮
設
住
宅
入
居
者
全
戸
（
約

１
０
０
戸
）
に
配
布
し
、
入
居
者
か
ら

感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
条
件
不
利
地
域
に
お
け
る
耕
作
放
棄

地
の
解
消
に
向
け
て
、
農
業
委
員
16
人

全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
「
目
に
見
え
る

活
動
」
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
は
、
高

く
評
価
さ
れ
、
地
域
農
家
の
間
で
も
「
農

地
を
遊
休
化
さ
せ
な
い
」
と
い
っ
た
意

識
の
向
上
が
み
ら
れ
て
き
て
お
り
、
農

地
の
有
効
活
用
に
良
い
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
食
料
、

農
業
の
大
切
さ
、
地
産
地
消
、
食
育
な

ど
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
も

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

◆
住
田
町
農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員

一
人
一
人
が
高
い
意
識
を
持
ち
、
今
後

も
精
力
的
に
耕
作
放
棄
地
の
解
消
活
動

を
続
け
て
い
く
意
向
で
す
。

住
田
町
農
業
委
員
会
が
全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞
を
受
賞
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一
関
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
者

年
金
加
入
推
進
に
お
い
て
、
加
入
対
象

者
名
簿
の
適
切
な
整
備
と
そ
れ
に
基
づ

く
重
点
加
入
対
象
者
の
明
確
化
、
戸
別

訪
問
の
徹
底
と
い
っ
た
基
本
的
な
取
り

組
み
を
年
度
当
初
か
ら
着
実
に
行
っ
た

結
果
、
平
成
25
年
度
の
新
規
加
入
者
数

が
20
人
に
達
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

成
果
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
農
業
者
年

金
事
業
表
彰
の「
新
規
加
入
者
数
部
門
」

に
お
い
て
、「
新
規
加
入
目
標
数
10
人

以
上
」の
部
で
、
目
標
達
成
率
全
国
第

３
位
を
受
賞
し
ま
し
た
。

◆
加
入
実
績

　

全
体
で
は
、
目
標
13
人
に
対
し
て
20

人
が
加
入（
達
成
率
は
１
５
４
％
）し
、

そ
の
う
ち
の
重
点
対
象
と
し
て
い
る
若

年
層（
20
～
39
歳
）は
目
標
７
人
に
対
し

て
11
人
が
加
入（
達
成
率
は
１
５
７
％
）

し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
平
成
25
年
の
全
国
農
業
新

聞
普
及
の
取
り
組
み
を
表
彰
す
る「
普
及

拡
張
特
別
優
秀
農
業
委
員
会
表
彰
」で
、

本
県
の
３
農
業
委
員
会
が
全
国
10
傑
に

入
賞
し
ま
し
た
。

◆
普
及
拡
張
特
別
優
秀
農
業
委
員
会
表
彰

　

①
増
加
部
数
の
部

　
　

大
船
渡
市
農
業
委
員
会
第
２
位

　

②
農
業
委
員
数
対
比
普
及
率
の
部

　
　

紫
波
町
農
業
委
員
会
第
４
位

　

③
普
及
部
数
の
部

　
　

一
関
市
農
業
委
員
会
第
10
位

　

全
国
10
傑
に
入
賞
し
た
３
農
業
委
員

会
の
う
ち
、
大
船
渡
市
農
業
員
会
の
普

及
推
進
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
大
船
渡
市
農
業
委
員
会
は
、
平
成
25

年
の
平
均
部
数
１
６
０
・
８
部
で
平
成
24

年
平
均
部
数
と
比
べ
60
・
５
部
増
加
し
普

及
部
数
増
加
の
部
で
全
国
２
位
と
な
り

ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
当
時
か
ら
支
援
を
い

た
だ
い
て
き
た
山
口
県
美
祢
市
農
業
委

員
会
が
平
成
24
年
度
表
彰
で
全
国
10
傑

に
入
賞
し
た
こ
と
に
鈴
木
幸
雄
会
長
が

触
発
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

「
あ
り
が
と
う
」の
感
謝
の
気
持
ち
を
原

動
力
に
美
祢
市
農
業
委
員
会
を
は
じ
め

全
国
の
皆
さ
ん
に「
お
陰
様
で
元
気
に
し

て
お
り
ま
す
」と
伝
え
る
最
適
な
方
法
と

し
て
全
国
農
業
新
聞
普
及
に
取
り
組
み

始
め
ま
し
た
。

　

顕
著
な
成
績
を
上
げ
る
に
至
っ
た
一

番
の
要
因
は
、
明
確
な
目
標
・
計
画
の

設
定
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
チ
ー
ム
力

◆
取
組
み
の
特
徴

１
．
制
度
の
Ｐ
Ｒ

・
年
３
回
発
行
の
農
委
だ
よ
り
に
年
金

記
事
を
掲
載（
年
１
回
年
金
チ
ラ
シ

を
配
付
）

・
一
関
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
出
演

・
青
年
農
業
者
の
集
ま
る
会
議
に
出
席

（
両
磐
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
総
会
、
新
規
就

農
者
研
修
会
）

・
家
族
経
営
協
定
担
当
課
と
の
連
携

２
．
加
入
推
進
対
象
者
名
簿
作
成

・
抽
出
条
件
を「
58
歳
以
下
＆
認
定
農

業
者
」（
２
７
６
名
）か
ら「
50
歳
以

下
＆
耕
作
従
事
日
数
１
０
０
日
以

上
＆
国
年
１
号
被
保
険
者（
免
除
者

除
）」（
３
０
７
名
）に
変
更

３
．
加
入
推
進
者
の
絞
り
込
み

・
農
業
委
員
の
知
人

・
認
定
農
業
者
の
後
継
者

・
農
業
者
年
金
受
給
者
の
後
継
者

・
農
業
者
年
金
加
入
者
の
妻

・
会
社
を
60
歳
前
に
退
職
し
厚
生
年
金

か
ら
国
民
年
金
に
変
わ
っ
た
方

４
．
加
入
推
進
体
制

・
加
入
推
進
班
…
11
班
体
制

・
班
員
…
各
地
区
担
当
の
農
業
委
員

・
推
進
会
議
の
早
期
開
催（
６
月
）

５
．
戸
別
訪
問

・
加
入
推
進
強
化
月
間
…
毎
年
12
月
～

２
月　

農
業
委
員
に
よ
る
戸
別
訪

問
を
実
施（
※
農
業
委
員
の
要
請
に

よ
り
、
事
務
局
職
員
も
同
行
し
て

制
度
説
明
）

６
．
効
果
的
な
勧
め
方

・
年
金
が
な
ぜ
必
要
か
具
体
的
な
数
字

（
金
額
、
年
数
な
ど
）を
入
れ
な
が

ら
話
す

・
民
間
の
個
人
年
金
と
比
較
し
、
有
利

な
ポ
イ
ン
ト
を
説
明

・
国
庫
補
助
制
度
を
Ｐ
Ｒ

に
あ
り
ま
す
。「
全
国
表
彰
増
加
部
数
の

３
傑
に
入
る
」、「
記
事
の
充
実
と
、
被

災
で
休
止
し
た
農
業
委
員
活
動
を
復
活

さ
せ『「
見
え
る
化
』に
取
り
組
む
」の
２

点
を
目
標
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
達
成
の
た
め
に
、
例
年
よ
り
早

く
５
月
に
強
化
月
間
を
企
画
し
、
一
人

２
部
、
全
体
で
は
42
部
を
目
標（
委
員
20

人
事
務
局
１
）に
す
る
と
と
も
に
、
遊
休

農
地
対
策
と
し
て
椿
の
植
栽
を
す
る
計

画
を
立
て
、
鈴
木
会
長
の
陣
頭
指
揮
の

も
と
、
農
業
委
員
、
事
務
局
が
一
体
と

な
っ
て
普
及
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

鈴
木
会
長
が
委
員
宅
を
激
励
に
回
っ
た

こ
と
も
弾
み
と
な
り
ま
し
た
。
活
動
の

「
見
え
る
化
」に
つ
い
て
は
、
農
地
の
斡

旋
や「
椿
の
植
栽
」活
動
を
は
じ
め
、「
被

災
後
の
農
地
転
用
地
の
分
析
」を
記
事
に

す
る
な
ど
の
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
一
番
の
成
果
は
、

単
な
る
普
及
拡
大
で
は
な
く
、
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
チ
ー
ム
力
に
よ
り
農
業

委
員
会
活
動
が
活
気
づ
い
た
こ
と
で
す
。

被
災
地
支
援
の
恩
返
し
と
し
て
始
ま
っ

た
新
聞
の
普
及
活
動
は
普
及
に
止
ま
ら

ず
、
農
業
委
員
会
の
本
来
の
活
動
を
取

戻
し
、
復
興
元
年
と
も
い
え
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
被
災
地
が
元
気
に
な
る
農

業
委
員
活
動
の
積
み
上
げ
に
よ
り
購
読

者
を
確
保
し
、
10
年
後
に
成
長
し
た
椿

の
下
で「
チ
ー
ム
農
委
」が
集
ま
っ
て
そ

れ
ま
で
の
軌
跡
を
振
り
返
る
こ
と
が
目

標
で
す
。

中園理事長から農業者年金基金理事長賞を
受賞する一関市農業委員会の伊藤会長

（2014.5.15農委会長研修会終了後。盛岡市内）

一
関
市
農
業
委
員
会
が

農
業
者
年
金
事
業
表
彰
で

全
国
第
３
位
に

本
県
の
３
農
業
委
員
会
が
全
国
10
傑
に
入
賞
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開催時期 行　事　名

7月  8日（火） 緊急市町村農業委員会会長会議
（岩手教育会館）

7月14日（月） 第410 回常任会議員会議
（エスポワールいわて）

8月  1日（金） 臨時総会
（エスポワールいわて）

8月  6日（水） 新任農業委員研修会
（盛岡市内）

8月12日（火） 第411 回岩手県常任会議員会議
（エスポワールいわて）

8月22日（金） 第50 回東北農業経済学会・
岩手県大会シンポジウム（岩手大学）

8月28日（木） 東北・北海道農業活性化フォーラム
（盛岡市民文化ホール）

9月16日（火） 第412 回岩手県常任会議員会議
（盛岡市内）

9月16日（火） 岩手県農業会議創立60 周年記念式典
（盛岡市内）

9月24日（水） 農業委員会農地事務担当職員研修会
（エスポワールいわて）

9月25日（木） 農業者年金加入推進特別研修会
（エスポワールいわて）

■
26
年
度
の
加
入
推
進
の
取
組
み

　

岩
手
県
の
平
成
26
年
度
加
入
推
進
目
標

は
１
２
５
人
で
す
。
又
、
そ
の
う
ち
の
重

点
対
象
と
し
て
い
る
若
年
層
の
方
（
20
～

39
歳
）
に
つ
い
て
は
69
人
の
加
入
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
お
い
て
は
、「
第
三
期
３

カ
年
運
動
」の
中
間
年
度
と
し
て
、着
実
に

成
果
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
の
た

め
に
は
、加
入
対
象
者
名
簿
の
適
切
な
整

備
と
重
点
対
象
者
を
定
め
た
上
で
目
標
を

設
定
し
、加
入
推
進
部
長
の
陣
頭
指
揮
の

下
、地
区
別
加
入
推
進
班
に
よ
る
取
組
み

な
ど
、原
点
に
立
ち
返
り
、新
規
加
入
目
標

の
達
成
に
向
け
て
関
係
機
関
・
団
体
が
一

丸
と
な
っ
た
取
組
み
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

１　

加
入
推
進
の
基
本
方
針

①　

農
業
者
年
金
は
農
業
者
の
老
後
生
活

を
支
え
る
唯
一
無
二
の
公
的
年
金
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
農
業
者
年
金
の
制
度
の

意
義
及
び
必
要
性
に
つ
い
て
農
業
者
へ
の

理
解
を
深
め
な
が
ら
、農
業
者
年
金
に
入
っ

て
い
て
良
か
っ
た
と
い
う
農
業
者
が
一
人

で
も
多
く
で
る
よ
う
、
取
り
組
む
。

②　

加
入
資
格
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
あ
る
い
は
、
政
策
支
援
を
受
け
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
制

度
の
内
容
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
加
入
し

な
か
っ
た
と
い
う
農
業
者
が
一
人
で
も
い

な
い
よ
う
、
徹
底
す
る
。

２　

加
入
推
進
強
調
月
間

　

日
常
の
加
入
推
進
活
動
に
加
え
、
制
度

の
周
知
徹
底
及
び
戸
別
訪
問
等
を
集
中
的

に
行
う
「
加
入
推
進
強
調
月
間
」
を
前
倒

し
し
て
設
定
し
、
効
果
的
な
加
入
推
進
活

動
を
実
施
す
る
。（
※
県
域
で
は
、
前
期
の

強
調
月
間
を
６
～
８
月
に
設
定
し
て
い
ま

す
。）

■
加
入
推
進
特
別
研
修
会

　

今
年
度
は
、
加
入
推
進
部
長
や
農
業
委

員
を
対
象
に
し
た
「
加
入
推
進
部
長
等
特

別
研
修
会
」
を
農
業
委
員
統
一
選
挙
後
の

９
月
25
日
（
木
）
に
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
出
席
し
た
こ
と
の
無
い
加
入

推
進
部
長
や
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
是

非
出
席
願
い
ま
す
。

　

○
会
場
／「
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
」

　
　
　
　
　

盛
岡
市
中
央
通
１
︱
１
︱
38

６
月
～
７
月
は
前
期
普
及
強
調
月
間
で
す
！

　

普
及
強
調
月
間
は
年
３
回
設
定
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
前
期
普
及
強
調
月
間
は

例
年
よ
り
一
ヵ
月
早
め
て
６
月
か
ら
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
月
間
か
ら
既
に
一

月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
６
月
の
普
及
状

況
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
新
規
申
込
み
９
部
に
対
し
、
中
止
が
58

部
と
な
り
、
対
前
月
部
数
対
比
49
部
の
減

と
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
県

全
体
で
も
３
，９
５
３
部
と
つ
い
に
４
千
部

を
割
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

７
月
に
は
農
業
委
員
統
一
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。
本
県
で
は
10
農
業
委
員
会
で
改

選
が
行
わ
れ
ま
す
。
新
任
の
農
業
委
員
の

み
な
さ
ん
に
購
読
い
た
だ
く
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
退
任
さ
れ
る
農
業
委
員
の

み
な
さ
ん
に
は
継
続
し
て
購
読
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今
後
、

２
年
間
に
お
い
て
順
次
改
選
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
改
選
が
行
わ
れ
る
農
業
委
員
会

に
つ
い
て
は
同
様
の
お
取
り
組
み
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

試
読
事
業
は
、
農
業
委
員
会
の
希
望
に

合
わ
せ
て
随
時
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

一
ヵ
月
前
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

本
会
に
お
い
て
も
各
農
業
委
員
会
の
活

動
の
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
要
望
等
あ
り
ま
し
た
ら
そ
の
都

度
ご
連
絡
を
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

農
業
者
年
金
加
入
推
進
ニ
ュ
ー
ス

全
国
農
業
新
聞
普
及
ニ
ュ
ー
ス

26年７月から９月までの主要な行事


